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【目的】                    か らは、2年次以降の生活習慣の乱れが顕著であ
大学進学時は生活のうえでの大きな転換期であ   り2)、健康教育の効果が上がっているとは考えに
る。一人暮らしを始める学生が多く、食に関する   くい。
相談は多い。高岡キャンパスでは平成13年度から、    5)平成12年に食生活指針の策定 、平成17年
このような学生への支援の一っとして、食を通し   に食育基本法の設定により、食に関する関心が高  。
て生活習慣を見直し、疾病の予防について理解を   まっていること。
深めることを目的とした栄養セミナーを開催して   以 上の点から大人数対象の講義とは違った健康
いる。今回は第1報1)で報告した以降のセミナー  教 育と栄養教育 (知識+手技的なこと)の必要性
についての紹介を行い、学生へのアンケート結果   を 痛切し、講義十実習の形態で栄養セミナーを開
を参考に問題点をあげ、より効果的な栄養教育に  催 し、継続することとなった。
ついて検討したい。
【開催方法】
【背景】                      1。対象 :本学学生 ・教職員 (自由参加)。
栄養セミナァを開催し現在まで継続するに至っ    2。セミナこの構成
た背景として、以下の5点が挙げられる。         ①テーマ疾患についての講義 (センタ,医師)
1)平成13年～平成20年の間、高岡キャンパス      10～15分程度。
では、健康に関する系統だった講義は実施されて    ② 栄養士の講義 (疾患に関連のある食材 ・調
いなかったため、早急に健康教育を行う場を設定     理 実習の手順)10～15分程度。
する必要があった。                  ③調理実習 ・試食 :2時間程度。5～8人程度
2)例年新入生を中心として食に関する相談     の 班に分け、それぞれでメニュァを作る。
(食材や調理方法等ごく基本的なこと0疾病時の     品 数は3～4品(主食 ・主菜 ・副菜まれにデ
食事等)カリト常に多い6                 ザート)。
3)健康診断後の有所見者への口頭の健康 ・栄    3.開催頻度 ・時間帯 :年2回(6月頃と11～12
養指導だけでは、改善が認められにくい。        月頃)、平成15年第1回までは午後の講義のな
4)1年次後期に生活習慣病の特別講義 (1限の     い日の3限日以降 14:40～17:00。平成15









































年度 回 テーマ 疾患テーマ
第1回 手軽でおいしい、貧血によい食事 貧血





第2回 便秘解消 :体内スッキリ、お肌つるつる 便秘
第1回 今度こそ :ダイエット～体脂肪バイバイメニュー～ 体脂肪
第2回 ミネラルたつぷり:～こころも、体も絶好調～ ミネラルと健康障害
第1回 コレステロール、体脂肪が気になる人へ～食事でおいしく改善するポイント 脂賀異常症
第2回 知つて安心 :口の病気 胃炎
第1回 デトックスで体の外側からも内側からもキレイになろう! 有書物質(金属0人工合成化含物等)
第2回 デトックス第2弾!! ～便秘知らずで内臓美人～ 便秘
第1回 よくある野菜 キャベツロ玉ねぎ..こんなに体にいいんです。. 食材(ビタミン等)
第2回 風邪予防～ビタミンCたつぷりとつて風邪を撃退～ 風邪症候群
第1回 根菜類を使つた、手軽でおいしいメニュー 食材(食物繊維)
第2回 簡単で、元気になれる !カルシウムレシピ 骨粗継症
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よ い 普 通 あまり良くない
(長い)
よい 普通 あまりよくない(長い)
内容 92.0±15.0 5.2=L8.8 0
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